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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】地震の揺れによって鋼板製物置小屋の鍵を振り
子式重錘で自動的に解錠することができる解錠装置を提
供する。
【解決手段】地震の振動を利用して鋼板製物置小屋の鍵
を、自動的に解錠するようにした解錠装置であって、戸
当たり柱３の開口部に続けて鍵フック２の引っ掛かる部
分に切り欠き穴を設け、鍵フック２を開放することで引
き戸を開くことができる解錠装置である。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　地震の振動を利用して鋼板製物置小屋の鍵を、自動的に解錠する方法として、戸当たり
柱（３）の開口部（５）に続けて鍵フック（２）の引っ掛かる部分に切り欠き穴（６）を
設け、鍵フック（２）を開放することで引き戸を開くことができる解錠装置。
【請求項２】
　戸当たり柱（３）の切り欠き穴（６）に、上下に移動可能な可動板（８）をベース板（
１４）のレール（１５）に沿わせてはめ込み、スライドすることで切り欠き穴（６）を塞
いだり開いたりして解錠・施錠を可能にした請求項１の解錠装置。
【請求項３】
　地震の振動で振り子式重錘（７）が揺れ、その運動で引き外しレバー（１９）がロック
ピン（１１）を押動することによりロックバー（９）の掛止穴（１０－１）からロックピ
ン（１１）が外れるためロックバー（９）に結合された可動板（８）がスプリングＡ（１
２）により引っ張られ解錠位置に移動する。
【請求項４】
　引き外しレバー（１９）がロックピン（１１）を押動する方法としては、振り子式重錘
（７）が揺れて傾斜することで重錘吊り下げ軸（２５）に連結された円盤（２４）の外周
縁が押し上げ板（２７）を押し上げる。
【請求項５】
　従って、押し上げ板（２７）に結合された押し上げ棒（２８）がガイド（２９）に沿っ
て上方に摺動するため、押し上げ棒（２８）の先端が引き外し板（１８）を押し上げる。
【請求項６】
　押し上げられた引き外し板（１８）は、支点Ｃ（２０）を中心に回動するため引き外し
板（１８）に接合された引き外しレバー（１９）がロックピン（１１）を押す。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、鋼板製物置小屋の引き戸の鍵を地震発生と同時に解錠する装置である。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、町内会や自治会等において救命救急器具を保管する小屋を共同設置し、合い鍵
を複数の人が管理する方法が一般的であるが、近年管理の引き受け手が少なくなっている
現状である。
【０００３】
　そこで、一刻を争う救命救急器具を保管小屋から取り出す方法として本装置は、地震と
同時に地震の震動を利用して振り子式錘を振らし、その動力で解錠するものである。
【０００４】
　現在使用されている多くの小屋は、鋼板製で扉は引き戸であるのでその条件を考慮して
考案する必要があった。
【０００５】
　従って、解錠機構は引き戸側に付いている従来からの錠前を自動解錠機構に変えずに、
戸当たり柱側に本考案の解錠装置を付加することで解錠条件を満たすものである。
【０００６】
　即ち、通称鋼板製物置小屋の引き戸用鍵は、合い鍵を鍵穴に差し込んで廻すことにより
フックが戸当たり柱の穴の中に回り込み、鉄板に引っ掛かるため施錠される方法の構造で
ある。
【０００７】
　そこで、本考案は、戸当たり柱のフックが引っ掛かる部分を切り欠き、障害物をなくす
るためフックが施錠状態であっても引き戸を開くことができるものとする。
【０００８】
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　前項の切り欠き部に邪魔板、即ち、スライド式可動板を取り付けることにより切り欠き
穴に対して開閉を行うことで、施錠・解錠が可能となるものである。
【０００９】
　従って、本考案の装置は、既存の錠前を交換或いは改良することなく、戸当たり柱の穴
を大きく切り欠き柱の中に装置を付加するシンプルな方法であるので既設の鋼板製物置小
屋にも簡単に施工可能なものである。
【００１０】
　故に、本考案の装置は、地震による災害発生時の救助用機材保管庫の鍵を解錠するには
、合い鍵を必要とせず地震と同時に自由に引き戸を開けることが可能である。
【００１１】
　特に、地震災害時の混乱する中で合い鍵を持参したり、求めたりすることは、困難な状
況が予想される中で、合い鍵なしでも自動的に解錠する装置があれば、一刻を争う人命救
助に役立つものである。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【００１２】
　本案の装置は、一般に使用されている引き戸式鋼板製物置小屋の引き戸側に装着された
錠前を取り替えることなく、引き戸とは反対側の戸当り柱の空間を利用して取り付けるも
のである。
【００１３】
　引き戸側に装着された錠前は、鍵を掛けることにより鍵フックが戸当り柱の開口部に入
り込み、フックが鉄板に引っ掛かることで施錠される。従って、その引っ掛かり部分を切
り取り、その部分にスライド可能な鉄板即ち可動板をあてる。可動板がフックに引っ掛か
る位置にあるときは施錠、フックから外れた位置にあるときは解錠になるようにと考えた
。
【００１４】
　また、更なる課題として強震によって重錘が揺れた場合は、掛止が外れなければならな
いが、本装置を装着した戸当たり柱に外部から衝撃を加えた場合に掛止が外れ解錠するよ
うなことがあってはならない。
【００１５】
従って、本考案は振り子式重錘の揺れ以外には掛止が外れにくい方法を講ずることにした
。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本考案を図面により以下説明する。
図１の概要立体説明図のごとく鋼板製物置小屋の引き戸の鍵は、扉側に出入りする鍵フッ
ク型の錠前が装着されており、図のごとく鍵フックが戸当り柱内に弧を描いて入り込み、
戸当り柱の鉄板にフックが引っ掛かるため施錠されるものである。
【００１７】
　従って、本考案は、戸当り柱（３）の開口部（５）に続けて切り欠き穴（６）を設け、
即ち、開口部を縦に大きく開放することによって鍵フックの引っ掛かる部分がなくなるた
め解錠するものである。図１参照
【００１８】
　前記の切り欠き穴（６）を塞ぐ可動板（８）は、ロックバー（９）に固定されておりそ
のロックバー（９）の掛止穴（１０－１）にロックピン（１１）が入り込んでいるため可
動板（８）は施錠位置を維持するものである。図１１参照
【００１９】
　解錠に必要な可動板（８）の移動は、ロックバー（９）がロックピン（１１）から開放
されることによりスプリングＡ（１２）の張力により解錠位置に戻される。
【００２１】
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　一方、本装置を施錠が可能な状態に戻す方法としては、リセットレバー（３３）を手で
押し下げることにより可動板（８）は、ロックバー（９）と同時に下方に下がり、掛止穴
（１０－１）がロックピン（１１）の位置までスライドするとロックピン（１１）はロッ
クスプリング（１３）の押力によりロックピンガイド（１６）に沿ってロックバー（９）
に設けられた掛止穴（１０－１）に入り、可動板（８）は施錠位置にセットされる。
【００２３】
　リセットレバー（３３）は、スライドレール（３５）の可動部分に固定されており同レ
ールの固定板は戸当たり柱（３）の側面にネジで固定するものである。
【００２４】
　手でリセットレバー（３３）を押し下げ、可動板（８）に連結されたロックバー（９）
の掛止穴（１０－１）にロックピン（１１）が嵌った後に手を離すと同レバーは、スプリ
ングＣ（３０）によって引っ張られ元の位置に戻る。
【考案の効果】
【００２５】
　鋼板製物置小屋は多種多様な用途があり、中でも町内会等で防災機器を格納した物置小
屋が公園などでよく見受けられる。
それらの物置小屋は、通常は鍵が掛けられておるので扉を開けることは不可能である。従
って、地震災害時において合い鍵を求めることが難しいため扉が開かず救助活動が間に合
わない場合があると想定される。
そのような事態にならないように、本案の解錠装置を町内会や自治会等の防災機器格納物
置小屋に取り付け、震災に備えれば災害の減少に期待できるものと思われる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、本考案の実施形態を説明する。
本考案の解錠装置は電気を一切使用せず振り子式重錘が、地震で揺れる動力を利用して機
械的に解錠するシンプルな装置である。
また、本案の解錠装置は民家が倒壊するような地震に対して確実に作動し解錠するもので
ある。
【実施例】
【００２７】
　本考案の解錠装置は、扉側の錠前を取り替えまたは改造することなく、戸当たり柱側に
本案の解錠装置を装着することで、既存の鋼板製物置小屋の設計や製造工程を変更するこ
となく、完成後に容易に取り付け可能な方法とした。
【００２８】
　本考案の基盤となる図５のベース板（１４）に可動板を挟むレール（１５）を２本設け
、戸当たり柱（３）の内側に上部取り付け穴（３６）と下部取り付け穴（３７）を用いて
ビスで戸当たり面（４）の内側に固定する。
【００２９】
また、ベース板（１４）の下部に重錘吊り下げ板（２３）を直角に設けて振り子式重錘（
７）を重錘吊り下げ軸（２５）を用いて吊り下げるものとした。
【００３０】
　以下、請求項１～５で述べた方法および図３の施錠時装置斜視図で現したとおり試作品
を作り、加振器に取り付けて試験を行った。
【００３０】
　試験の結果、重錘吊り下げ軸（２５）の長さと振り子式重錘（７）の重量を変更するこ
とにより解錠の瞬間、即ちロックバー（９）の掛止穴（１０－１）がロックピン（１１）
から外れる瞬間の加速度の値に変化があることが判明した。
【００３１】
その組み合わせにおける測定結果を、数例実施例として次に掲げる。
　解錠時加速度は、合成加速度　振幅は、１０・２０・３０・４０・５０ｍｍとした。
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【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】　本考案装置取付前の概要立体図
【図２】　本考案装置取付前の概要断面図
【図３】　本考案の施錠時装置斜視図
【図４】　本考案の解錠時装置斜視図
【図５】　本考案のベース板斜視図
【図６】　本考案の可動板とロックバーの斜視図
【図７】　本考案の可動板断面図
【図８】　本考案の施錠時装置平面図
【図９】　本考案の解錠時装置平面図
【図１０】　本考案の装置断面図
【図１１】　本考案の押し上げ部施錠時断面図
【図１２】　本考案の押し上げ部解錠時断面図
【図１３】　ベース板平面図
【図１４】　ベース板側面図
【図１５】　リセットバー作動時正面図
【図１６】　リセットバー開放時正面図
【図１７】　リセットバー側面図
【符号の説明】
【００３３】
１引き戸
２鍵フック
３戸当たり柱
４戸当たり面
５開口部
６切り欠き穴
７振り子式重錘
８可動板
９ロックバー
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１０ガイドボックス
１０－１掛止穴
１１ロックピン
１２スプリングＡ
１３ロックスプリング
１４ベース板
１５レール
１６ロックピンガイドＡ
１７ロックピンガイドＢ
１８引き外し板
１９引き外しレバー
２０支点Ｃ
２１ストッパーリング
２２スプリングＢ
２３重錘吊り下げ板
２４円盤
２４－１半球形突起物
２５重錘吊り下げ軸
２６重錘吊り下げ穴
２７押し上げ板
２８押し上げ棒
２９ガイド
３０スプリングＣ
３１ガイド固定金具
３２スプリング止め板
３３リセットレバー
３４リセット押し棒
３５スライドレール
３６上部取付穴
３７下部取付穴
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【図３】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【手続補正書】
【提出日】平成20年11月25日(2008.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　地震の振動を利用して鋼板製物置小屋の鍵を、自動的に解錠するようにした解錠装置で
あって、戸当たり柱（３）の開口部（５）に続けて鍵フック（２）の引っ掛かる部分に切
り欠き穴（６）を設け、鍵フック（２）を開放することで引き戸を開くことができる解錠
装置。
【請求項２】
　戸当たり柱（３）の切り欠き穴（６）に、上下に移動可能な可動板（８）をベース板（
１４）のレール（１５）に沿わせてはめ込み、スライドすることで切り欠き穴（６）を塞
いだり開いたりして解錠・施錠を可能にした請求項１に記載の解錠装置。
【請求項３】
　地震の振動で振り子式重錘（７）が揺れ、その運動で引き外しレバー（１９）がロック
ピン（１１）を押動することによりロックバー（９）の掛止穴（１０－１）からロックピ
ン（１１）が外れるためロックバー（９）に結合された可動板（８）がスプリングＡ（１
２）により引っ張られ解錠位置に移動する請求項１に記載の解錠装置。
【請求項４】
　引き外しレバー（１９）がロックピン（１１）を押動する方法としては、振り子式重錘
（７）が揺れて傾斜することで重錘吊り下げ軸（２５）に連結された円盤（２４）の外周
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縁が押し上げ板（２７）を押し上げる請求項１に記載の解錠装置。
【請求項５】
　従って、押し上げ板（２７）に結合された押し上げ棒（２８）がガイド（２９）に沿っ
て上方に摺動するため、押し上げ棒（２８）の先端が引き外し板（１８）を押し上げる請
求項１に記載の解錠装置。
【請求項６】
　押し上げられた引き外し板（１８）は、支点Ｃ（２０）を中心に回動するため引き外し
板（１８）に接合された引き外しレバー（１９）がロックピン（１１）を押す請求項１に
記載の解錠装置。
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